
令和７年度学校評価計画書 

                                           学校名（阿品台東小学校） 

評価計画 自己評価 
学校関係者評価 

コメント 
改善方策 

中期経営目標 

（めざす児童生徒像） 

短期経営目標 

（めざす児童生徒像） 
目 標 達 成 の た め の 方 策 評価項目・指標 目標値 

中間 

8月 

最終 

2月 
達成度 評価 ・結果と課題の分析   

基礎・基本の定

着 

◎基礎学力の

確実な定着を

図る。 

・標準学力調査の結果の共有と抽出

児童（ステップ２）への全職員によ

るアセスメントの実施 

・全ての児童が参加し、わかる授業

づくり（UD・ICT活用） 

・デジタルドリルや音声計算活動等

による既習事項の反復練習や語彙を

増やす活動 

・学びを自己調整できるような振り

返りの充実 

・地域学校協働本部と連携した放課

後学習の実施 

☆廿日市市学力定着状況調査（４

年・１月実施）にあわせて３年生

以上で実施する標準学力調査（国

語・算数）の結果、ステップ（到

達度）１・２の割合。 

 

 

 

☆学期末単元テスト（国語・算数）

の「知識・技能」「思考力・判断

力・表現力」の結果、学級平均の

結果が期待平均値を上回った学

級数。 

☆児童アンケート 

「振り返りをすることで、勉強し

た内容や学び方、役に立つか等に

ついて考えることができた。」 

 

国語 

30％ 

未満 

算数 

30％ 

未満 

 

 

 

 

8/11 

学級 

 

 

 

80％ 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国 

7/11 

算 

5/11 

 

86％ 

  

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

75% 

 

 

 

 

108% 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C 

 

 

 

 

Ａ 

・学年末単元テストの期待平均値を上回った

クラスは，国語「知識・技能」は７クラス，

「思考力・判断力・表現力」は７クラス，算

数「知識・技能」は８クラス，「思考力・判

断力・表現力」は２クラスであった。 

・算数の思考力については課題があるが，基

礎的な計算力等については，昨年度より改善

傾向で，音声計算やドリルプラネット等の反

復練習の成果が見られた。 

・国語の漢字や言葉については概ね定着して

きているが適宜，既習事項の復習を行った

り，実態に応じた反復練習を行ったりするこ

とが必要である。 

 

・学習の振り返りについては，授業の終わり

に位置付けて取り組んでいる。学習した内容

や生活に役に立つかといったことは考える

ことができていた。 

・学習支援に入っていると、

「６」か「０」かの区別がつ

かずに数字を書いて計算ミ

スをしている児童がいる。日

頃から、数字を丁寧に書くこ

とでミスも減るのではない

いか。 

・課題が早く終わった児童が

所在無さげにしている姿を

見かける。早く終わったら何

をするのか見通しを持たせ、

自分でどんどん進めていけ

る体制を作るとよいのでは

ないか。 

・振り返りを書く時間をしっ

かり確保することが大切。今

後も児童がしっかり考えて

記述する時間の確保をして

ほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・既習事項の復習や，実態に応

じた反復練習を継続する。 

 

・振り返りを書く時間をしっ

かりと確保し，学習した内容

を言語化したり自分の学び方

についても振り返ったりする

ことができるようにする。 

 

 

 

主体的に課題

解決をする児

童の育成 

自分で考え自

分から取り組

む児童の育成 

【教科指導部】 

・選択と自己決定及び対話の場を設

定した授業づくり 

・自ら学びに向かえるような学習環

境の整備 

・児童主体の課題解決学習の充実（総

合的な学習の時間を中心に全教科

で） 

 

【生徒指導部】 

・代表委員会や委員会活動を中心と

した、児童主体の活動の充実（学校

をよりよくする運動、ゆびとま 等） 

【健康教育部】 

・生活きらり週間による生活習慣の

見直しと取組 

 

☆全国学力・学習状況調査児童質

問調査 

「課題の解決に向けて、自分で考

え、自分から取り組む児童の割

合」【市共通項目】 

 

☆児童アンケート 

「問題や課題について、自分で考

え、自分から進んで取り組んでい

る。」(教科指導部) 

「よりよい学校生活を目指して、

自分で考え自分から取り組んで

いる。」(生徒指導部) 

 

「生活課題を自分で考え，取り組

むことができた。」９月・１月実

施(健康教育部) 

 

 

80％ 

 

 

 

 

 

80％ 

 

 

 

 

75％ 

 

 

 

70％ 

 

73％ 

 

 

 

 

 

85％ 

 

 

 

 

84％ 

 91％ 

 

 

 

 

 

106％ 

 

 

 

 

112% 

Ｂ 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

Ａ 

 

・全国学力の質問調査では昨年度の 86.8％

から 13％減少した。また，児童アンケート

では，全校では目標値を上回ったが，高学年

児童は肯定的回答が 77％であった。自由進

度学習など自分で選んで学習に臨む経験を

積めた一方で，自分に必要な学力を補充する

時間や機会が不足しており，主体的に学習に

臨めるような場を設ける必要があると考え

られる。 

 

・児童の主体性を尊重した活動の推進によ

り，よりよい学校づくりに対する認識が高ま

るとともに，活動に参加した児童の達成感や

満足度が肯定的な回答につながっている。 

・セルフコントロールができ

る児童は、学力が高い傾向に

ある。それは、学習やその他

の学校生活への取組にも好影

響をもたらす。生活リズムを

崩さないように、家庭でも学

校でも意識していくことが大

切。 

・ＳＮＳの使い方の課題につ

いては、全ての評価項目に関

わってくると思われる。長時

間、深夜までＳＮＳを使って

いる児童は、登校時に元気が

見られない傾向にある。「きら

り週間」などでの取組を通し

て、保護者にも生活リズムを

整えることの大切さに意識を

向けてもらえるように発信で

いるとよいのでは。 

・自分に必要な学力を補充す

る時間や機会を保障し，主体

的に学習に臨めるような場

を設ける。 

 

・児童にとって必要感のある

話題で友だちと対話をする場

を設け，課題解決能力を育て

る。 

・今後も，児童の課題意識を

基にテーマを設定し，可能な

限り児童の主体性に委ねた効

果的な活動を推進する。また

活動に対する職員の好意的な

フィードバックや児童相互の

評価活動を通して価値付けを

していく。 



自己有用感の

育成 

（中学校区共

通） 

◎「つながり」

の主体化・日常

化を図る。 

〇児童の主体的活動の工夫・充実 

・「ゆびとま」等の児童の思いや願い

を実現させる日常的な取組 

・ピア･サポートの活動（行事，学習） 

・ひがしみつけ（掲示で共有する） 

・縦割り班掃除の充実 

〇居場所感を高める取組の導入 

・安心できる学級づくりの理論研 

・適応間尺度（アセス）を反映した

児童理解と個別の支援 

☆児童アンケート 

「自分はまわりの人の役に立っ

ていると思います。」 

 

☆児童アンケート 

「自分のよさは周りの人から認

められている。」 

 

 

 

 

80％ 

 

 

 

80％ 

 

 

 

 

 

76% 

 

 

 

78% 

  

 

 

95% 

 

 

 

98% 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

Ｂ 

 

・低学年児童と比較して高学年児童の回答

に否定的な傾向が表れている。 

 

 

・児童への他者評価が可視化され，児童が

適切に肯定的な自己評価ができる手立てを

効果的に用いる必要がある。 

 

 

 

・高学年が低学年に比べて肯定

的な回答が低いのが気になっ

た。            

 

・異学年で活動することが日

常化しており、当たり前のこ

とになっているため、「でき

ている」という認識が薄いの

ではないか。 

 

 

・日常的に取り組んでいるピ

ア・サポートやひがしみつ

け，縦割り班活動等につい

て，職員の肯定的なフィード

バックや児童相互の評価活

動を通して，価値付けをして

いく。 

 

健康的な生活

と運動への関

心の向上 

体を動かすこ

とが楽しいと

感じる児童の

育成 

〇年間を通した体を動かす活動（体

力つくり） 

・学級遊びや縦割り･全校遊び等の取

組 

・児童主体の体を動かすイベント（年

に1回） 

・体育の授業における工夫（職員研

修） 

☆児童アンケート 

「外で運動したり遊んだりして

います」（アンケート問１１） 

 

 

 

 

80％ 

 

 

 

 

83％ 

  

 

 

 

104％ 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

・全体でのアンケートの肯定的な回答は目

標値を超えている。しかし，高学年だけを

見ていくと，否定的な意見の割合が大きく

なっている。児童主体の体を動かすイベン

トとして体育館を開放し全体遊び等の取り

組みを行うのが効果的ではと考えている。 

また，全体での否定的な回答の要因として，

「暑さ」が考えられる。 

 

・否定的な意見の要因として

考えられる「暑さ」の対応と

して，室内で行える運動を推

奨していく。暑さにより外で

遊べないという日が続いた

ためアンケート内容の検討

も行う。 

教職員が自らの

意欲と能力を発

揮できる教育環

境の整備 

◎子供と向き

合う時間の確

保に努める。 

・クリエイティブﾃﾞｰの充実 

・定時退校日の設定 

・会議の事前の時間設定（資料の事

前配布含む）  

・部会、学年会等における業務改善

（見直し、整理等）の充実 

☆教職員アンケート 

「子どもと向き合う時間が確保

できていると感じる。」 

 

 

 

 

80％ 

 

 

 

 

 

72％ 

 

 

 

 

 

 

 

90％ 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

・28％の教員が子供と向き合う時間の確保

ができていないと感じている。業務内容の

偏りにより負担がかかっている教員が28％

に含まれているとすれば業務内容を公平に

することも一考しなければならない。 

・クリエイティブデーの確保や研修回数な

ど必要最低限に設定している。これ以上の

時間の確保は難しい現状がある。 

・生徒指導上の課題の負担も起因している。

生徒指導の未然防止が重要である。 

 

・提示されている退校時刻を

守り、できるだけ早く退校で

きるように声をかける。 

・会議を水曜日には入れない

ようにして、定時に退校でき

る職員を増やす。 

・本校の実態に合った「チー

ム担任制」を取り入れ、チー

ムで児童を見ることにより、

職員が時間にゆとりが生ま

れたと実感できるようにし

ていく。 

開かれた学校づ

くりに努め，家

庭・地域との協

働・信頼関係を

構築する。 

地域への関心

と愛着を持た

せる教育活動

を進める。 

・保護者や地域への迅速かつ適切な

対応 

・コミュニティースクールの活性化 

・通信、HPによる情報発信 

☆保護者アンケート 

「学校の取組に満足している。」 

 

 

 

 

90％ 

 

 

 

 

95.6% 

  

 

 

 

106％ 

 

 

 

 

Ａ 

 

・多くの保護者には肯定的な評価をいただ

いているが、一部の保護者には、満足して

もらえていない傾向がある。今回のアンケ

ートにあがった意見に対して、可能な限り

答えていくなどして、さらに満足度が上が

るように努めていく。 

 

 

・生徒指導対応や環境整備な

ど、児童が安心安全に学校で

過ごせるよう職員や地域の

方々との連携を更に密にす

る。  

・保護者アンケートからの要

望に可能な限り応えていく。

例えば「学校だより」に翌月

だけでなく翌々月の前半の

予定を示すようにする。 

Ａ：１００％  Ｂ：１００％未満～８０％以上   Ｃ：８０％未満～６０％以上   Ｄ：６０％未満 

 

○ 短期経営目標のうち、本年度の重点目標については、◎印で示し、◎印は全体を通して３項目以内とする。 

○ 重点目標を中心に「評価項目・指標」（めざす姿）を精選し、取組を進めること。 

○ 別途提示している「廿日市市学校評価共通項目」が「評価項目・指標」に含まれていることを確認すること。（【市共通項目】⇒廿日市市教育委員会の重点施策） 



 


